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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 9月 6日 (2007.9.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ガ イ ド 方 向 に 対 し て 直 角 な 横 方 向 に 間 隔 を あ け て 設 け ら れ た ２ つ の ガ イ ド 素 子 と 、 各 該
ガ イ ド 素 子 が ガ イ ド 方 向 に 沿 っ て 移 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ ２ つ の ガ イ ド デ バ イ ス と を 備 え
、 ２ つ の ガ イ ド 素 子 は 、 ま た ２ つ の ガ イ ド デ バ イ ス も 、 相 互 に 連 結 さ れ て お り 、 ガ イ ド 素
子 と 協 働 す る 停 止 部 が ガ イ ド デ バ イ ス に 設 け ら れ て い て 、 ガ イ ド 素 子 の ガ イ ド 方 向 に 対 し
て 直 角 な 方 向 へ の ガ イ ド デ バ イ ス に 対 す る 動 き を 制 限 し て い る 、 自 動 車 の 、 特 に 自 動 車 用
シ ー ト の 、 相 対 移 動 可 能 な 二 つ の サ ブ ア セ ン ブ リ を ガ イ ド 方 向 に ガ イ ド す る 装 置 に お い て
、
　 二 つ の ガ イ ド 素 子 （ １ 、 ２ ） の 内 、 第 １ ガ イ ド 素 子 （ １ ） は 、 ガ イ ド 方 向 （ Ｒ ） に 垂 直
な 方 向 へ の 少 な い 移 動 し ろ を も っ て 、 協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ ） に 取 り 付 け ら れ て お
り 、 ガ イ ド 素 子 と ガ イ ド デ バ イ ス と の 相 対 移 動 が ガ イ ド 方 向 に お い て 可 能 で あ る と と も に
、 横 方 向 （ Ｑ ） へ の 実 質 的 な 相 対 移 動 が 阻 止 さ れ て お り 、 第 ２ ガ イ ド 素 子 （ ２ ） は 、 横 方
向 へ の 大 き な 移 動 し ろ を 保 っ て 、 協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ４ ） に 取 り 付 け ら れ て い る 、
こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 ２ ガ イ ド 素 子 （ ２ ） の 移 動 し ろ は 、 横 方 向 （ Ｑ ） に 沿 っ た 横 力 が 作 用 し た と き 、 第 １
ガ イ ド 素 子 （ １ ） が 協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ ） の 停 止 部 （ ４ １ ， ４ ２ ） と 係 止 し て も
、 第 ２ ガ イ ド 素 子 （ ２ ） は 協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ４ ） の 停 止 部 （ ４ １ 、 ４ ２ ） と 係 止
し な い よ う に 、 大 き く と ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ 、 ４ ） は 、 ガ イ ド 素 子 （ １ 、 ２ ） が 滑 動 ガ イ ド 素 子 と し て ガ イ ド さ
れ る 細 長 の ガ イ ド で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ 、 ４ ） は 、 ガ イ ド 素 子 （ １ 、 ２ ） が ス イ ベ ル 素 子 と し て ガ イ ド さ れ
る 回 転 軸 受 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ガ イ ド 素 子 （ １ ， ２ ） の 少 な く と も 一 方 が 、 弾 性 手 段 （ １ ６ 、 １ ７ ； ２ ６ 、 ２ ７ ） を 介
し て 、 協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ 、 ４ ） と 横 方 向 （ Ｑ ） に 相 互 に 作 用 す る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
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【 請 求 項 ６ 】
　 二 つ の ガ イ ド 素 子 （ １ 、 ２ ） が 、 弾 性 手 段 （ １ ６ 、 １ ７ ； ２ ６ 、 ２ ７ ） を 介 し て 、 協 働
す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ 、 ４ ） と 横 方 向 （ Ｑ ） に 相 互 に 作 用 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ガ イ ド 素 子 （ １ 、 ２ ） は 、 弾 性 手 段 （ １ ６ 、 １ ７ ； ２ ６ 、 ２ ７ ） を 介 し て 横 方 向 （ Ｑ ）
に 移 動 し 、 協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ 、 ４ ） と 係 止 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 又
は に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ガ イ ド 素 子 （ １ ， ２ ） は 、 数 個 の 部 材 、 よ り 具 体 的 に は ２ つ の 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ガ イ ド 素 子 （ １ 、 ２ ） の ２ つ の 部 材 （ １ １ 、 １ ２ ； ２ １ 、 ２ ２ ） は 、 協 働 す る ガ イ ド デ
バ イ ス （ ３ 、 ４ ） の ガ イ ド 開 口 （ ３ ０ 、 ４ ０ ） を 介 し て 結 合 さ れ て 組 立 て ら れ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ガ イ ド 素 子 （ １ 、 ２ ） の ２ つ の 部 材 （ １ １ 、 １ ２ ； ２ １ 、 ２ ２ ） は 、 ク リ ッ プ （ １ ８ 、
１ ９ ； ２ ８ 、 ２ ９ ） ま た は ボ ル ト （ １ ５ 、 ２ ５ ） を 介 し て 結 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 第 １ ガ イ ド 素 子 （ １ ） の ２ つ の 部 材 （ １ １ 、 １ ２ ） は 相 互 に 伸 張 さ れ 、 第 １ ガ イ ド 素 子
（ １ ） に 対 し て 横 方 向 （ Ｑ ） に 作 用 す る 弾 性 手 段 （ １ ６ 、 １ ７ ） は 、 バ ネ ス ト ロ ー ク が ほ
と ん ど 無 く な り 変 形 し な く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 の い ず れ か 一
項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 、 相 対 移 動 自 在 な ２ つ の シ ー ト ・ サ ブ ア セ ン
ブ リ を ガ イ ド す る 装 置 を 備 え た シ ー ト フ レ ー ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 に 記 載 の シ ー ト フ レ ー ム を 備 え た 自 動 車 用 シ ー ト 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 横 方 向 Ｑ に お い て 作 用 す る 第 ２ ガ イ ド 素 子 ２ の バ ネ 弾 性 手 段 ２ ６ 、 ２ ７ は 、 第 １ ガ イ ド
素 子 １ の 対 応 す る バ ネ 弾 性 部 １ ６ 又 は １ ７ が 既 に 閉 塞 状 態 に な っ て い な け れ ば （ 図 ３ ａ 及
び ３ ｂ を 参 照 ） 、 前 記 方 向 Ｑ に 沿 っ た 横 方 向 の 力 の 作 用 下 に お い て 閉 塞 状 態 ま で 通 常 は 圧
縮 さ れ な い よ う に 配 置 さ れ 、 か つ 、 そ の よ う な 寸 法 と さ れ る 。 第 １ ガ イ ド 素 子 １ 及 び ／ 又
は 結 合 ガ イ ド デ バ イ ス ３ が 、 横 方 向 Ｑ に お い て 作 用 す る 力 を 完 全 に 吸 収 で き な い 程 に 損 傷
す れ ば 、 第 ２ ガ イ ド 素 子 ２ の 滑 動 部 ２ １ 、 ２ ２ は 、 バ ネ 弾 性 手 段 ２ ６ 、 ２ ７ の 閉 塞 状 態 へ
の 完 全 な 変 形 に よ っ て 、 す な わ ち 、 横 方 向 の リ ブ ２ ４ が 関 連 す る バ ネ 弾 性 部 の 反 対 側 に 接
す る ま で 変 形 す る こ と に よ っ て 、 ガ イ ド デ バ イ ス ４ の 結 合 停 止 面 ４ １ 、 ４ ２ と 係 合 可 能 と
な る 。
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図 １ な い し 図 ４ に 示 し た こ の 発 明 の 実 施 例 は 、 次 の １ ） か ら １ ２ ） の 態 様 を 含 む 。
態 様 １ ）

こ の 発 明 に お い て 、 第 １ ガ イ ド 素 子 （ １ ） が 、 こ れ と 協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ ） に
取 り 付 け ら れ た 軸 受 部 に お け る 横 方 向 （ Ｑ ） へ の 遊 び は 、 第 ２ ガ イ ド 素 子 （ ２ ） が 、 こ れ
と 協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ４ ） に 取 り 付 け ら れ た 軸 受 部 の 横 方 向 （ Ｑ ） へ の 遊 び よ り も
小 さ い こ と が 好 ま し い 。
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態 様 ２ ）
こ の 発 明 に お い て 、 第 １ ガ イ ド 素 子 （ １ ） が 、 こ れ と 協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ ） に

取 り 付 け ら れ た 箇 所 に お け る 横 方 向 （ Ｑ ） へ の 弾 性 は 、 第 ２ ガ イ ド 素 子 （ ２ ） が 、 こ れ と
協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ４ ） に 取 り 付 け ら れ た 箇 所 の 横 方 向 （ Ｑ ） へ の 弾 性 よ り も 小 さ
い こ と が 好 ま し い 。
態 様 ３ ）

こ の 発 明 に お い て 、 第 １ ガ イ ド 素 子 （ １ ） 及 び こ れ と 協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ ） 間
で 作 用 す る 弾 性 手 段 （ １ ６ 、 １ ７ ） は 、 第 ２ ガ イ ド 素 子 （ ２ ） 及 び こ れ と 協 働 す る ガ イ ド
デ バ イ ス （ ４ ） 間 で 作 用 す る 弾 性 手 段 （ ２ ６ 、 ２ ７ ） よ り も 大 き な 剛 性 を 有 し て い る こ と
が 好 ま し い 。
態 様 ４ ）

こ の 発 明 に お い て 、 第 １ ガ イ ド 素 子 （ １ ） 及 び こ れ と 協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ ） 間
で 作 用 す る 弾 性 手 段 （ １ ６ 、 １ ７ ） は 、 第 ２ ガ イ ド 素 子 （ ２ ） 及 び こ れ と 協 働 す る ガ イ ド
デ バ イ ス （ ４ ） 間 で 作 用 す る 弾 性 手 段 （ ２ ６ 、 ２ ７ ） よ り も 小 さ い 最 大 バ ネ ス ト ロ ー ク を
有 し て い る こ と が 好 ま し い 。
態 様 ５ ）

こ の 発 明 に お い て 、 第 １ ガ イ ド 素 子 （ １ ） 及 び こ れ と 協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ ） 間
で 横 方 向 （ Ｑ ） に 作 用 す る 弾 性 手 段 （ １ ６ 、 １ ７ ） は 、 第 ２ ガ イ ド 素 子 （ ２ ） 及 び こ れ と
協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ４ ） 間 で 横 方 向 （ Ｑ ） に 作 用 す る 弾 性 手 段 （ ２ ６ 、 ２ ７ ） と 比
較 し て 、 よ り 大 き な 剛 性 及 び ／ 又 は よ り 小 さ い 最 大 バ ネ ス ト ロ ー ク を 有 し て お り 、 横 方 向
（ Ｑ ） に 所 定 の 負 荷 が か け ら れ た 前 者 の 弾 性 手 段 （ １ ６ 、 １ ７ ） は 、 後 者 の 弾 性 手 段 （ ２
６ 、 ２ ７ ） が そ の バ ネ ス ト ロ ー ク の 全 て を 費 や す こ と を 防 い で い る こ と が 好 ま し い 。
態 様 ６ ）

こ の 発 明 に お い て 、 前 記 所 定 の 負 荷 と は 、 自 動 車 の 通 常 の 運 転 中 に 生 じ る 負 荷 を 表 し て
い る こ と が 好 ま し い 。
態 様 ７ ）

こ の 発 明 に お い て 、 前 記 弾 性 手 段 （ １ ６ 、 １ ７ ； ２ ６ 、 ２ ７ ） は 、 ガ イ ド 素 子 （ １ 、 ２
） と 一 体 に 形 成 さ れ て お り 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 よ り 具 体 的 に は エ ラ ス ト マ ー で 構 成 さ れ て い
る こ と が 好 ま し い 。
態 様 ８ ）

こ の 発 明 に お い て 、 前 記 弾 性 手 段 （ １ ６ 、 １ ７ ； ２ ６ 、 ２ ７ ） は 、 ガ イ ド 素 子 （ １ 、 ２
） と は 別 部 材 と し て 設 け ら れ ， か つ 該 ガ イ ド 素 子 （ １ 、 ２ ） に 支 持 さ れ て い る こ と が 好 ま
し い 。
態 様 ９ ）

こ の 発 明 に お い て 、 前 記 弾 性 手 段 （ １ ６ 、 １ ７ ； ２ ６ 、 ２ ７ ） は 、 舌 状 バ ネ 又 は 鳩 目 バ
ネ の 形 に 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
態 様 １ ０ ）

こ の 発 明 に お い て 、 第 １ ガ イ ド 素 子 （ １ ） の 停 止 部 （ １ １ ａ ） は 滑 動 足 の 形 を し て お り
、 横 方 向 （ Ｑ ） に 、 か つ ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ ） の 停 止 面 （ ３ １ ） に 関 し て 、 第 １ ガ イ ド 素
子 （ １ ） の 弾 性 手 段 （ １ ６ ） の 外 形 よ り も 若 干 後 退 し た 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま
し い 。
態 様 １ １ ）

こ の 発 明 に お い て 、 第 １ ガ イ ド 素 子 （ １ ） に 対 し て 横 方 向 （ Ｑ ） に 作 用 す る 弾 性 手 段 （
１ ７ ） の 少 な く と も 一 部 を 、 第 １ ガ イ ド 素 子 （ １ ） に 対 す る 弾 性 素 材 を 用 い て 形 成 す る こ
と が 好 ま し い 。
態 様 １ ２ ）

こ の 発 明 に お い て 、 第 １ ガ イ ド 素 子 （ １ ） 又 は 第 ２ ガ イ ド 素 子 （ ２ ） と 、 各 ガ イ ド 素 子
と 協 働 す る ガ イ ド デ バ イ ス （ ３ 、 ４ ） と の 間 で 、 弾 性 手 段 は 、 ガ イ ド 方 向 （ Ｒ ） に 垂 直 な
方 向 と 横 方 向 （ Ｑ ） と の 両 方 に 作 用 す る こ と が 好 ま し い 。
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